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33.後壁硬塞の 1剖検例
徳政義和o，木部信佳，杉山三郎，
塚越重則，名和幸太郎(第  2内科)
症例: 68才，女性。 58才のとき，高血圧を指摘 
され， 66才のときから，膝，および，肘関節痛あ
り，プレドニン内服を，ゃく， 2年間つづけた。昭
和 34年 26/9，睡眠中 rc，急rc，意識不明となり，脈
拍は触れず，強心薬の使用で，ゃく， 5'後i意識は
明瞭となったが，胸内苦悶感・胸痛を訴え，坐位を
とるほどであり， 5/10入院。口暦チアノーゼ(十〉。
心拍数 56，脈拍数 48，不正，速脈，緊張良，動脈壁
硬化著明。血圧 152/78。心濁音界は左に拡大，第 2
大動脈音は著明K充進，全弁口聴診部氏縮期性雑音
をきく。肝は 1横指触知，浮腫(ー)。血沈値 1時間
122，白血球数 11，200で， Ecgでは，房室完全プロ
ックで，新鮮な後壁硬塞像を示した。 O2吸入，冠拡
張薬を使ったが自覚症は軽減されず，8/10死亡。剖
検はより，心肥大著明，冠動脈は中等度に肥厚し，
硬化は強く，一部には石灰化もみられた。右冠動脈
分岐部には米粒大の血栓があり，周辺iζ，新鮮な出
血，心筋の軟化・壊死をみとめた。 
34.僧帽弁膜狭窄，閉鎖不全症の 1剖検例
椎名益男。，植村 正，篠田静雄，
田辺治雄，平本義典(第  2内科〉
急性肺水腫lζ先き立ち，腎石を思わせる右側腹部
の仙痛様の底痛を訴え，剖検により疹痛の原因の不
明な例を経験したのでゆ報告する。症例は， 21才，
女性，臨床診断は，僧帽弁狭窄・閉鎖不全症および，
大動脈弁狭窄・閉鎖不全症である。軽度の， うつ血
性心不全があり， Neriodin錠で，ジギタリス化を 
し，順調に経過していた。死亡 1週間前から，右側
腹部の仙痛様痕痛を訴え，悲痛は，しだいに増強し 
7こ。体温 36~37bC，血沈値 23 ミリ，白血球数 9，700 ，
尿蛋白陽性となり，洗濯には，赤血球 1視野rc 2~3 
35.動脈硬化とコレステロール
岩井忠志。，鈴木東洋，越川 衛，
志鎌重和，風戸 豊，前原晃一，
石塚 俊，樺沢泰一(第  2内科〉
動脈硬化症に大きな Overlappingを示す高血圧
症，糖尿病を主とする動脈硬化性疾患について，脈
管容積弾性率，脈波速度と血清コレステロール値の
関係をしらべると，血清コレステロール値が尋常範
囲をこえるものは，脈管容積弾性率，あるいは，脈
波速度も尋常範囲をこえるものが，たしかに多い。
しかし，コレステロー Jレ値が高いほど，脈管容積弾
性率，あるいは，脈波速度も大きいという関係はみ
られない。また，脱コレステローノレ薬を動脈硬化性
疾患に使用し，その影響を，血清コレステロー  Jレ 
値，ならびrc，脈管容積弾性率，脈波速度について
しらべると，使用前あった過コレステロー Jレ値は，
程度差はあっても，尋常化の傾向を示すが，脈管容
積弾性率，脈波速度は，かならずしも，これと平行
した変化を示さなし、，これは，脈管容積弾性率の増
し，ならびに，脈波速度の促進は，脈管の“Starr・
heit"を表現するが，これは形態学的にも，機能学 
的にも変化するからである。 
36.梅毒性大動脈弁膜症の 1剖検例
宮内法城。，田中直三，末石利男，
谷茂岡洋，深沢益雄(第  2内科〉 
57才，女。主訴は，胸骨背部痛発作，夜間呼吸困
難発作。 昭和 35年 9月中旬から，胸骨背部痛発作
が，しばしばあり， 10月末には，心暗息発作もおこ
り， 11月 19日入院。ワ氏反応強陽性。血圧 180/40
mmHg。心渇音界は，左rc，いちじるしく，拡大。
心音は，大動脈弁口で，縮期性，弛期性雑音。左第
3肋間胸骨縁に最大点をもっ弛期性雑音。肺動脈弁 
口で，縮期性雑音あり。心電図は，病的左型。レ線
像で，大動脈陰影巾の増大をみる。入院後，比較的
個，白血球 3~4個をみ，腎石と考え，鎮痛薬注射 に，経過良好かのようにみえたが，昭和 36年 1月
を続けたが，突然に，急性肺水腫の状態となり，死 
亡した。剖検では， リウマチ性弁膜症を思わせ，す
べての臓器は，急性うつ血の像を示し，肺炎の像も
みられない。腎石は，みられず，また，塞栓症性変
化もなかった。乙のイ山痛の原因は，不明であるが，
激痛のために，急性肺水腫が，・おこり，死亡したも
のと考えられる。
21日瞬間死。剖検にて，心，および，大動脈に，高
度の梅毒性，ならびに，動脈硬化性変化あり。心中
隔膜様部rc，右室lζ向って，いわゆる中隔動脈癌あ
り，肺動脈弁をのぞく各弁は，硬化変性を示す。大
動脈には，高度の連合性硬化症あり。組織学的に，
心筋に無数の粟粒ゴム腫，癒痕形成，脈管周囲性の
円形細胞浸潤が認められる。肺，肝，腎などに， う
つ血性所見があった。
